





















































































たとえば、『小学生日本』創刊号（五年生用、1940 年 1 月号）の「目次」について、高崎は『戸







































































国民日本』の発行が困難になることもまた必然の成り行きであった。1942 年 5 月に創価教育学
会の機関紙『価値創造』が思想統制により廃刊され、同時に『小国民日本』の刊行も終了する。
1943 年 7 月に戸田は、牧口とともに、「治安維持法違反」と「不敬罪」の容疑で検挙され、翌年































ことができた理由を知りたい読者は、『決断』第 3 章（および講演記録「戦時下の《1943 年夏》































さて、高崎は、1980 年代から 90 年代にかけて『潮』『第三文明』等の雑誌で発表した戸田研



















9 月 11 日にニューヨークで起きた「同時多発テロ」をきっかけに、アメリカが「テロとの戦い」
を掲げてアフガニスタン空爆（同年 10 月）とタリバン支配地域制圧（同年 11 月）を行なった直
後であったことは明記しておきたい。21 世紀が新たな世界大戦の予兆とともに始まったことに、
当時暗澹たる思いを抱いたのは筆者一人ではあるまい。そして事実、アメリカはタリバン攻撃に
とどまらず、イラク戦争（2003 年 3 月）に向けて着々と歩みを進めることになった。また、こ
の一連の動きは、その後の日本の政治情勢にも影響を及ぼさずにはおかなかった。
この歴史的コンテクストを踏まえるとき、高崎が『決断』のあとがきに付した「二〇〇一年


























































『100 冊が語る「慰安所」・男のホンネ―教科書に書かれなかった戦争 part17』1994 年、梨の木舎
『雑誌メディアの戦争責任』1995 年、第三文明社
『戦場の女流作家たち』1995 年、論創社
『里村欣三著作集』（全 12 巻、別巻付）1997 年、大空社
『上海叢書』（全 12 巻）2002 年、大空社
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各回タイトル 発表媒体 巻号 掲載頁
【第 1 回】 軍部に協力して戦争へ駆り立てた「ペン部隊」の正
体
第三文明 1995 年 8 月号 76-81 頁
【第 2 回】言論・思想の自由を完全に否定した文芸春秋社 第三文明 1995 年 9 月号 64-69 頁
【第 3 回】 国家主義に抵抗した牧口会長の逮捕と〝神州不滅〟
唱えた月刊誌
第三文明 1995 年 10 月号 62-67 頁
【第 4 回】 民間人に「玉砕」を煽る下地となった国家神道へ
の信仰強要
第三文明 1995 年 11 月号 66-71 頁
【第 5 回】敗戦直後、翼賛ジャーナリズムの反省なき復活 第三文明 1995 年 12 月号 68-73 頁
【第 6 回】 権力迎合の悪しき体質は戦前も戦後も変わらない
講談社
第三文明 1996 年 1 月号 66-71 頁
【第 7 回】青少年にまで玉砕を煽った朝日新聞社の翼賛報道 第三文明 1996 年 2 月号 22-27 頁
【第 8 回】 敗北必至の戦争末期に少年たちを戦場へ駆り立て
る雑誌を創刊した講談社
第三文明 1996 年 3 月号 26-31 頁
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各回タイトル 発表媒体 巻号 掲載頁
【第 9 回】強大な軍部の圧力に抵抗した少年誌の存在 第三文明 1996 年 4 月号 64-69 頁
【第 10 回】 軍部に抗した編集方針を貫いた戸田城外の『小学
生日本』
第三文明 1996 年 5 月号 36-41 頁
【第 11 回】 軍部に協力して少年層に戦争賛美観を〝洗脳〟し
た少年誌
第三文明 1996 年 6 月号 68-73 頁
【第 12 回】 狂気の戦争教育を社会の各分野に押しつけた『少
国民文化』の大罪
第三文明 1996 年 7 月号 42-47 頁
【第 13 回】青少年への翼賛教育の徹底を図った少国民文化協会 第三文明 1996 年 8 月号 42-47 頁
【第 14 回】 太平洋戦争とは、国民を戦争に駆り立てる〝文化戦〟
でもあった
第三文明 1996 年 9 月号 44-49 頁
【第 15 回】少女向け雑誌『少女の友』にみる戦争翼賛との葛藤 第三文明 1996 年 10 月号 62-67 頁
【第 16 回】 戦前から今日まで戦争肯定・反人権の編集方針は
変わらない㈱文藝春秋
第三文明 1996 年 11 月号 68-73 頁
【第 17 回】  日中戦争勃発の当初から、国内世論を戦争拡大へ
とリードした文藝春秋社　
第三文明 1996 年 12 月号 52-57 頁
【第 18 回】 軍部の意向を代弁し、戦争遂行へと国民を洗脳し
た文藝春秋社の罪（1）　
第三文明 1997 年 1 月号 66-71 頁
【第 19 回】 軍部の意向を代弁し、戦争遂行へと国民を洗脳し
た文藝春秋社の罪（2）　
第三文明 1997 年 2 月号 70-73 頁
【第 20 回】 軍部の意向を代弁し、戦争遂行へと国民を洗脳し
た文藝春秋社の罪（3）　
第三文明 1997 年 3 月号 64-67 頁
【第 21 回】 軍部の意向を代弁し、戦争遂行へと国民を洗脳し
た文藝春秋社の罪（4）　
第三文明 1997 年 4 月号 34-37 頁
【第 22 回】 軍部の意向を代弁し、戦争遂行へと国民を洗脳し
た文藝春秋社の罪（5）　
第三文明 1997 年 5 月号 38-41 頁
【第 23 回】 軍部の意向を代弁し、戦争遂行へと国民を洗脳し
た文藝春秋社の罪（6）　
第三文明 1997 年 6 月号 50-53 頁
【第 24 回】 軍部の意向を代弁し、戦争遂行へと国民を洗脳し
た文藝春秋社の罪（7）　
第三文明 1997 年 7 月号 50-53 頁
【第 25 回】 軍部の意向を代弁し、戦争遂行へと国民を洗脳し
た文藝春秋社の罪（8）　
第三文明 1997 年 8 月号 40-43 頁
【第 26 回】 軍部の意向を代弁し、戦争遂行へと国民を洗脳し
た文藝春秋社の罪（9）　
第三文明 1997 年 11 月号 98-101 頁
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